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質
疑　
令
和
３
年
度
予
算
編
成

に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
点
を

重
視
し
て
取
り
組
ん
だ
の
か
。

ま
た
、
そ
の
特
徴
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
予
算
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
経
済
の
厳
し
い
状

況
を
背
景
に
、
個
人
・
法
人
市

民
税
な
ど
の
税
収
に
大
幅
な
減

額
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
高
浜

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
工
事
に
多
額
の
経
費
が
必
要

と
な
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
よ
く
配
分
す
る
こ
と
を

重
視
し
、
予
算
編
成
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
上
で
、
さ
ら
な
る

事
務
経
費
の
見
直
し
や
公
共
事

業
の
縮
減
等
を
積
極
的
に
実
施

し
た
こ
と
に
よ
り
、
３
年
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
っ
た
。

そ
の
中
で
も
、
教
育
や
子
育
て

支
援
の
充
実
な
ど
に
手
厚
く
予

算
を
配
分
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
着
実
に

講
じ
つ
つ
、   「
新
し
い
高
崎
」

の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
た
新
た
な
施
策
も
展

開
で
き
る
予
算
編
成
と
し
た
。

質
疑　
本
市
の
特
徴
的
な
子
育

て
支
援
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、

支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

た
め
の
新
し
い
施
策
は
。

答
弁　
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け

た
定
員
増
を
目
的
と
し
、
保
育

需
要
の
多
い
地
域
で
２
カ
所
の

施
設
整
備
を
行
う
ほ
か
、
病
児
・

病
後
児
保
育
を
実
施
す
る
施
設

の
確
保
や
保
育
所
、
幼
稚
園
お

よ
び
認
定
こ
ど
も
園
の
気
に
な

る
子
へ
の
支
援
も
継
続
的
に
実

施
す
る
。
ま
た
、
群
馬
支
所
３

階
の
旧
議
会
フ
ロ
ア
を
有
効
活

用
し
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
託
児
施
設
を
新
た
に
設
置

す
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

市
民
ク
ラ
ブ

中
島

　輝
男

　議
員

質
疑　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
生
活
困
窮
者
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
が
、
本
市
に
お

け
る
相
談
体
制
の
強
化
や
支
援

策
を
充
実
さ
せ
る
考
え
は
。

答
弁　
生
活
困
窮
者
へ
の
相
談

体
制
は
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の

資
格
を
持
ち
、
相
談
支
援
業
務

を
経
験
し
て
い
る
高
崎
市
社
会

福
祉
協
議
会
職
員
の
出
向
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
支
援
策
と
し
て
は
、

離
職
・
廃
業
・
休
業
な
ど
に
伴

う
収
入
減
少
に
よ
り
住
居
を
失

う
恐
れ
の
あ
る
人
へ
住
居
確
保

給
付
金
を
支
給
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
支
給
対
象
者
が

拡
充
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
制
度
の
周
知
に
努
め
る

と
と
も
に
、
相
談
者
に
寄
り
添

っ
た
支
援
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

公
　
明
　
党

丸
山
　覚
　議
員

質
疑　
国
で
は
不
妊
治
療
や
不

育
症
検
査
へ
の
助
成
制
度
の
拡

充
が
進
ん
で
い
る
が
、
本
市
の

対
応
は
。

答
弁　
特
定
不
妊
治
療
へ
の
国

の
助
成
が
拡
充
さ
れ
た
が
、
本

市
で
は
助
成
回
数
や
対
象
年
齢

を
制
限
す
る
こ
と
な
く
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
助
成
額
の
上

乗
せ
を
す
る
た
め
、
交
通
費
助

成
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
国
で
は
令
和
３
年
度

か
ら
不
育
症
治
療
費
の
一
部
助

成
が
始
ま
る
が
、
本
市
で
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
国
に
先
駆
け
、

20
万
円
ま
で
の
治
療
費
の
助
成

を
実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

治
療
に
取
り
組
む
患
者
へ
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
に

努
め
た
い
。

新
　
風

　
会

片
貝
　喜
一
郎
　議
員

請願の審議結果
　提出された下記の請願を審議した結果、賛成少数で不採択となりました。
◦「聞こえのバリアフリー制度」を創設することについて
◦18歳以下の子供の均等割減免、資格証明書の交付をなくして、すべての高崎市民が安心して医療が受診できる
　よう国民健康保険制度の改善を求めることについて
◦安全・安心の医療・介護体制を確立し国民のいのちと健康を守るための意見書の採択について

同意した人事案件
◦監査委員　　　　　　　　　　　　　小

こいずみ
泉 貴

き
代
よ

子
こ

　氏
◦固定資産評価審査委員会委員　　　　井

い
田
だ

 登
と

代
よ

二
じ

　氏
◦人権擁護委員候補者　　　　　　　　横

よ こ た
田 　公

こういち
一　氏

◦人権擁護委員候補者　　　　　　　　堀
ほりぐち

口 理
り

恵
え

子
こ

　氏
◦人権擁護委員候補者　　　　　　　　 林

はやし
　  高

たかひろ
弘　氏

総
括
質
疑

新年度予算や市長
の施政方針に対す
る総括質疑の一部
を掲載します。
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バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
。

答
弁　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

の
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
は
、
児

童
手
当
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
で
き
、
市
民
に
と
っ
て
利
便

性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え

て
い
る
。
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
、
令
和

３
年
１
月
末
時
点
で
20
・
１
％

で
あ
り
、
今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
推
進

に
取
り
組
み
た
い
。

国が運営するオンラインサービス。子育てや介護をはじめとする行政手続きの検索や申請機能（ぴったり
サービス）などを利用することができる。

●マイナポータル

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

３
６
０
７
人
で
あ
る
。

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ひ

と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
策
は
。

答
弁　
国
の
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
、
１
世
帯
５
万
円
を
基
本

に
、
第
２
子
以
降
、
児
童
１
人

に
つ
き
３
万
円
を
加
算
す
る
ひ

と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

を
２
度
給
付
し
た
。
な
お
、
給

付
金
を
受
給
す
る
世
帯
の
約
半

数
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
収
入
が
減
少
し
た
と
申
し
出

が
あ
り
、
さ
ら
に
５
万
円
の
追

加
給
付
を
実
施
し
た
。

　
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況

や
国
の
動
向
を
注
視

し
、
適
切
に
対
応
し

た
い
。

質
問　
本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
体
制
は
。

答
弁　
国
は
当
初
、
大
規
模
な

会
場
で
の
集
団
接
種
を
想
定
し

て
い
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
を
小
分

け
に
し
て
冷
蔵
で
輸
送
す
る
こ

と
で
、
診
療
所
等
で
も
個
別
接

種
が
可
能
と
な
っ
た
。
本
市
に

お
い
て
も
個
別
接
種
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
医
師
会
と
連
携
し
、

接
種
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
平
日
の
接
種
が
困

難
な
人
の
た
め
、
日
曜
日
な
ど

に
接
種
が
受
け
ら
れ
る
体
制
の

構
築
も
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
市
民

に
促
す
た
め
の
情
報
発
信
と
問

い
合
わ
せ
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
市
民
が
安
心
し
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
る
た
め
に
は
、

行
政
に
よ
る
正
確
か
つ
迅
速
な

情
報
提
供
が
不
可
欠
だ
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
、
接
種
に
関
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布

や
広
報
高
崎
に
よ
る
お
知
ら
せ

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
用
い

て
情
報
発
信
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
応
す
る
た
め
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
３

月
上
旬
に
開
設
す
る

予
定
で
あ
る
。

質
問　
本
市
の
ひ
と
り
親
の
人

数
の
変
化
は
。
ま
た
、
全
児
童

の
う
ち
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
児

童
が
占
め
る
割
合
は
。

答
弁　
児
童
扶
養
手
当
を
基
準

と
し
た
ひ
と
り
親
の
推
移
で
は
、

平
成
30
年
末
は
３
０
６
６
人
、

令
和
元
年
末
は
２
９
９
８
人
、

２
年
末
は
２
８
９
４
人
と
減
少

傾
向
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
る
大
き
な
変
動
は

な
い
。
ま
た
、
０
歳
〜
18
歳
の

児
童
の
う
ち
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
児
童
の
割
合
は
約
６
％
で
、

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

高
崎
市
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み

質
問　
本
市
で
新
た
に
設
置
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
担
当
の
設
置
目

的
と
具
体
的
な
業
務
内
容
は
。

答
弁　
設
置
目
的
は
、
国
が
推

進
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
動
き
を

捉
え
、
国
や
県
の
政
策
等
の
情

報
を
積
極
的
に
収
集
し
、
本
市

と
し
て
の
利
活
用
を
検
討
す
る

窓
口
の
一
元
化
で
あ
る
。

　
業
務
内
容
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

推
進
等
を
考
え
て
い
る
。

質
問　
幼
稚
園
ニ
ー
ズ
の
減
少

を
考
慮
し
て
、
公
立
幼
稚
園
を

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
た
り
、

託
児
ル
ー
ム
の
併
設
な
ど
で
有

効
に
運
営
す
る
考
え
は
。

答
弁　
就
労
す
る
女
性
の
増
加

や
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
、

本
市
で
は
保
育
施
設
の
整
備
な

ど
を
実
施
し
、
受
け
入
れ
人
数

の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。
公
立

幼
稚
園
で
は
、
公
立
小
学
校
と

の
連
携
な
ど
を
通
し
て
生
活
や

学
習
の
基
盤
を
学
ん
で
お
り
、

地
域
的
な
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し

て
い
る
。
既
存
の
保
育
施
設
や

私
立
幼
稚
園
と
の
役
割
分
担
を

質
問　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
取

り
組
み
は
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

考
慮
し
な
が
ら
、
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

質
問　
妊
婦
健
診
の
追
加
検
査

で
生
じ
た
個
人
負
担
や
医
療
費

に
対
し
て
助
成
す
る
方
針
は
。

答
弁　
自
費
の
追
加
検
査
は
医

療
機
関
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な

り
、
健
診
を
受
け
た
妊
婦
や
医

療
機
関
へ
の
調
査
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
現
時
点
で
の
助
成
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
少

子
化
時
代
に
お
い
て
出
産
で
過

剰
な
出
費
を
す
る
こ
と
は
、
若

い
世
代
の
負
担
に
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後

実
情
を
調
べ
て
い
く
。

谷た
に
が
わ川 

留る

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

高
崎
市
の
公
立
幼
稚
園
の
今
後

　

妊
産
婦
の
医
療
費
助
成

一
般
質
問

市政を問う

あらましを質問
者順で掲載して
います。

新たに設置したデジタル化担当
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質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
係
る
学
校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
と
各
家
庭
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の
状
況
は
。

答
弁　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
推
進
に
対
応
す
る
た
め
、

令
和
２
年
度
に
全
て
の
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校
に
高
速
か
つ
大

容
量
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
整
備
し
た
。
ま
た
休
校
時
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

な
い
家
庭
に
、
学
校
外
で
も
使

え
る
通
信
機
能
を
備
え
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
貸
し
出
す
予
定

で
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

は
授
業
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、

通
常
の
授
業
時
だ
け
で
な
く
、

休
校
時
な
ど
の
家
庭
学
習
に
お

い
て
も
、
有
効
に
活
用
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
家

庭
に
持
ち
帰
っ
た
場
合
の
不
具

合
な
ど
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　不
具
合
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
は
、
ま
ず
は
学
校
に
連

絡
し
て
も
ら
い
、
必
要
に
応
じ

て
教
育
委
員
会
も
連
携
し
て
い

く
。
ま
た
、
故
障
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
市
が
修
理
を
行
い
、

代
替
え
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
用
意
す
る

予
定
で
あ
る
。

答
弁　
旧
議
会
フ
ロ
ア
の
改
修

や
備
品
購
入
な
ど
に
約
４
６
０

０
万
円
を
計
上
し
、
保
育
ス
ペ

ー
ス
や
授
乳
室
な
ど
を
整
備
す

る
。
ま
た
、
運
営
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
保
育
士
が
確
保
で
き
、

利
用
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
環
境
を

整
備
で
き
る
団
体
と

調
整
し
た
い
。

質
問　
本
庁
舎
で
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
数
と
電
子

証
明
書
の
更
新
件
数
は
。
ま
た
、

各
種
申
請
手
続
き
の
た
め
に
来

庁
し
た
人
の
動
線
の
確
保
は
。

答
弁　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
数
は
、
令
和
元
年
度
が

５
８
７
９
枚
、
２
年
度
が
１
月

末
で
２
万
６
０
７
枚
で
あ
る
。

電
子
証
明
書
の
更
新
は
、
元
年

度
が
５
カ
月
間
で
２
６
６
２
件
、

２
年
度
が
１
月
末
で
１
万
１
７

６
０
件
で
あ
る
。
今
後
は
、
増

加
す
る
各
種
手
続
き
を
円
滑
か

つ
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

動
線
や
窓
口
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変

更
も
含
め
研
究
し
た
い
。

質
問　
投
票
率
向
上
の
た
め
、

自
身
の
投
票
行
動
を
記
録
す
る

投
票
通
帳
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
弁　
投
票
通
帳
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
そ

の
状
況
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
若
年
層
の
投
票
率
の
向

上
が
全
体
の
投
票
率
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
、
本
年
度

は
市
内
の
高
校
で
模
擬
投
票
な

ど
の
出
前
授
業
を
実
施
し
た
。

　
今
後
も
若
年
層
へ
の
選
挙
啓

発
や
主
権
者
教
育
に

取
り
組
み
、
投
票
率

向
上
に
努
め
た
い
。

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
入

院
や
宿
泊
療
養
を
し
て
い
た
患

者
に
対
す
る
支
援
は
。
ま
た
、

本
市
の
重
症
度
別
の
割
合
は
。

答
弁　
退
院
ま
た
は
退
所
後
は
、

本
市
独
自
に
２
週
間
の
健
康
観

察
を
実
施
し
て
い
る
。
感
染
者

の
勤
務
先
や
学
校
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
し
て
は
、
退
院
や

療
養
解
除
の
基
準
を
伝
え
る
な

ど
、
受
け
入
れ
側
の
不
安
を
少

な
く
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
感
染
者
の
重

質
問　
群
馬
地
域
に
本
市
で
２

カ
所
目
の
託
児
施
設
を
設
置
す

る
こ
と
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
弁　
群
馬
地
域
は
、
子
育
て

世
代
を
は
じ
め
と
す
る
人
口
が

増
加
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度

の
子
育
て
な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー

の
託
児
施
設
の
利
用
者
は
、
旧

高
崎
地
域
に
次
い
で
多
い
９
７

１
人
で
あ
っ
た
。
今
後
、
群
馬

地
域
で
施
設
利
用
の
さ
ら
な
る

ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

支
所
の
旧
議
会
フ
ロ
ア
へ
の
設

置
を
計
画
し
た
。
な
お
、
子
育

て
な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
の
託
児

施
設
と
同
様
、
自
治
体
が
運
営

し
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
全
国
に
類
を
見
な
い
施
設
と

す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　
新
た
に
設
置
す
る
託
児

施
設
の
経
費
と
概
要
は
。
ま
た
、

施
設
の
運
営
方
法
は
。

症
度
別
の
割
合
は
、
重
症
１
・

２
％
、
中
等
症
３
・
９
％
、
軽

症
94
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本

市
の
経
済
対
策
や
雇
用
対
策
は
。

答
弁　
国
や
県
に
先
駆
け
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
経

済
対
策
資
金
を
創
設
し
、
事
業

者
に
約
２
０
８
億
円
の
資
金
繰

り
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
子
育

て
応
援
商
品
券
事
業
な
ど
で
は

15
億
円
を
超
え
る
消
費
活
動
、

職
場
環
境
改
善
事
業
な
ど
で
は

16
億
円
を
超
え
る
経
済
波
及
効

果
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
ら
の

施
策
に
よ
り
市
内
経
済
を
循
環

さ
せ
、
事
業
者
を
支

援
す
る
こ
と
で
雇
用

維
持
に
努
め
て
い
る
。

行政機関等に対するオンライン申請・届け出等にあたり電子署名を行う際に利用する。申請・届け出等に
行う電子署名は、自署や押印に相当する法的効果がある。●電子証明書

荒あ
ら
き木 

征せ
い
じ二

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

デ
ジ
タ
ル
化
と
窓
口
改
善

　

投

票

率

向

上

後ご
と
う藤   

彰あ
き
ら

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
捗

青あ
お
き木 

和か
ず
や也

（
新
風
会
）

子
育
て
環
境
の
整
備

三み
つ
い井 

暢の
ぶ
ひ
で秀

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

子育て応援商品券のチケット
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中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

が
ん
検
診
の
受
診
機
会
の
拡
大

　

不
妊
に
悩
む
方
へ
の
相
談
支
援
等

質
問　
空
き
家
緊
急
総
合
対
策

事
業
に
お
け
る
、
空
き
家
の
活

用
に
関
す
る
助
成
に
つ
い
て
、

過
去
３
年
間
の
利
用
件
数
と
予

算
執
行
状
況
は
。

答
弁　
本
市
独
自
の
事
業
で
あ

る
空
き
家
緊
急
総
合
対
策
事
業

の
う
ち
、
活
用
に
関
す
る
件
数

と
助
成
額
は
、
平
成
30
年
度
が

19
件
で
２
２
２
９
万
２
千
円
、

令
和
元
年
度
が
20
件
で
１
６
３

１
万
５
千
円
、
２
年
度
が
22
件

で
２
４
３
１
万
円
で
あ
る
。
本

事
業
は
、
多
種
多
様
な
助
成
が

あ
り
、
好
評
で
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
空
き
家
の
解
消
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
空
き
家
の
活
用
に
関
し

て
、
令
和
２
年
度
は
ど
の
よ
う

な
事
例
が
あ
っ
た
か
。

答
弁　
地
域
サ
ロ
ン
改
修
で
は
、

空
き
家
を
町
内
の
公
民
館
へ
改

修
し
た
こ
と
で
、
地
元
住
民
か

ら
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
住
民
活

動
の
拠
点
が
で
き
た
と
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
街
道

沿
い
の
空
き
家
が
、
街
並
み
に

溶
け
込
ん
だ
雰
囲
気
の
良
い
飲

食
店
へ
の
改
修
に
活
用
さ
れ
た
。

　
今
後
も
、
事
業
を

通
し
て
空
き
家
の
有

効
活
用
を
進
め
た
い
。

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　
国
の
制
度
と
は
異
な
り

年
齢
制
限
を
撤
廃
し
、
年
間
４

０
０
件
程
度
の
申
請
が
あ
る
。

ま
た
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
、
不
妊
に
悩
む
人
の
相
談

に
対
応
で
き
る
体
制
を
確
保
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
群
馬
県
不

妊
・
不
育
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

と
相
互
連
携
す
る
環
境
も
整
え

て
い
る
た
め
、
市
の
相
談
セ
ン

タ
ー
の
開
設
は
、
相

談
件
数
等
の
状
況
を

見
て
研
究
し
て
い
く
。

配
慮
し
た
人
権
意
識
を
高
め
る

研
修
を
行
っ
て
い
る
。
各
学
校

で
は
、
い
じ
め
の
な
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に

考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
人
権

集
中
学
習
等
に
よ
り
、
日
常
的

に
互
い
の
良
さ
を
認

め
合
う
人
権
感
覚
の

育
成
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
市
営
住
宅
を
一
時
使
用

す
る
火
災
被
災
者
に
対
し
、
家

財
等
の
準
備
は
。
ま
た
、
ペ
ッ

ト
を
飼
育
す
る
者
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
火
災
に
よ
り
、
住
ん
で

い
た
住
宅
に
住
め
な
く
な
っ
た

場
合
、
入
居
要
件
を
満
た
さ
な

い
人
で
も
、
12
カ
月
以
内
の
期

間
で
市
営
住
宅
の
使
用
が
可
能

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
期
間
の

家
賃
は
免
除
と
な
る
が
、
家
財

等
の
準
備
は
な
く
、
ペ
ッ
ト
の

飼
育
の
禁
止
な
ど
、
市
営
住
宅

の
規
則
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。
現
在
、
空
き
室
を

確
保
し
て
い
る
が
、
建
物
の
状

態
や
立
地
条
件
な
ど
か
ら
一
時

使
用
に
至
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

質
問　
火
災
被
災
者
が
ペ
ッ
ト

を
飼
っ
て
い
る
場
合
、
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
で
一
時
保
護
し
、

被
災
者
を
支
援
す
る
考
え
は
。

答
弁　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
は
、

犬
や
猫
の
保
護
、
収
容
お
よ
び

譲
渡
活
動
を
行
う
施
設
で
あ
る
。

災
害
等
で
緊
急
避
難
と
し
て
一

時
的
に
預
か
る
こ
と
は
あ
り
得

る
と
考
え
る
が
、
制
度
を
作
り
、

恒
常
的
に
ペ
ッ
ト
を
預
か
る
こ

と
は
、
施
設
の
規
模

や
人
員
体
制
か
ら
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
が
ん

検
診
の
受
診
状
況
と
休
日
の
実

施
状
況
は
。
ま
た
、
検
診
会
場

に
お
け
る
託
児
所
の
設
置
は
。

答
弁　
全
て
の
が
ん
検
診
の
受

診
率
が
低
下
し
て
お
り
、
令
和

２
年
度
の
休
日
検
診
は
、
土
曜

日
に
５
回
、
日
曜
日
に
３
回
と

予
定
よ
り
も
少
な
い
日
数
で
の

実
施
と
な
っ
た
。
ま
た
、
感
染

予
防
の
た
め
託
児
所
の
設
置
を

中
止
し
た
が
、
今
後
託
児
を
行

う
検
診
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、

質
問　
生
活
保
護
の
受
給
に
当

た
っ
て
は
、
申
請
者
の
３
親
等

ま
で
扶
養
照
会
を
行
う
が
、
親

族
に
住
所
を
知
ら
れ
た
く
な
い

人
も
い
る
。
改
善
す
る
考
え
は
。

答
弁　
国
の
通
知
に
は
、
生
活

保
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の

扶
養
義
務
者
に
対
し
、
扶
養
の

可
能
性
を
調
査
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
柔

軟
に
対
応
し
て
き
た
が
、
通
知

が
一
部
改
正
さ
れ
、
令
和
３
年

３
月
１
日
か
ら
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
等

の
経
緯
が
あ
る
場
合
に
は
扶
養

照
会
を
控
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
通
知
に
基
づ
き
、
適

正
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　
本
市
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教

育
の
状
況
は
。

答
弁　
市
で
は
、
市
内
の
教
職

員
を
対
象
に
、
性
の
多
様
性
に

若
い
世
代
が
よ
り
受
診
し
や
す

く
な
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

質
問　
本
市
の
特
定
不
妊
治
療

助
成
制
度
の
実
績
は
。
ま
た
、

不
妊
に
悩
む
人
の
た
め
、
相
談

丸ま
る
や
ま山 

　覚さ
と
る

（
公
明
党
）

火
災
で
被
災
さ
れ
た

市
民
へ
の
支
援

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

本
市
の
空
き
家
対
策
に
お
け
る

取
り
組
み

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

生
活
保
護
行
政
の
改
善

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
の
推
進

不妊の悩みも相談できる総合保健センター
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質
問　
放
課
後
や
長
期
休
み
の

際
の
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
、

学
校
の
空
き
教
室
や
体
育
館
な

ど
を
活
用
す
る
考
え
は
。

答
弁　
各
学
校
で
は
、
放
課
後

や
土
曜
日
等
に
各
教
室
を
利
用

し
て
学
力
ア
ッ
プ
大
作
戦
を
展

開
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
期
休

み
の
際
に
も
、
同
様
の
取
り
組

み
を
行
う
と
と
も
に
、
図
書
室

の
開
放
や
プ
ー
ル
指
導
等
を
行

っ
て
い
る
。
学
校
施
設
の
活
用

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
指
導
体

質
問　
本
市
で
外
来
病
害
虫
の

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
発

生
し
た
が
、
農
家
に
対
す
る
支

援
は
。
ま
た
、
学
校
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
サ
ク
ラ
へ
の
対
策
は
。

答
弁　
果
樹
農
家
に
対
す
る
支

援
と
し
て
、
県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携

し
て
全
果
樹
園
の
被
害
調
査
を

実
施
し
た
ほ
か
、
市
独
自
に
薬

剤
と
防
虫
ネ
ッ
ト
を
配
布
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
に
対
し
て
は
、

注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
学
校

内
の
全
て
の
対
象
樹
木
を
調
査

し
、
被
害
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
早
期
発
見
と
被
害
の
拡

大
防
止
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
西
毛
広
幹
道
の
沿
線
に
、

農
畜
産
物
等
の
販
売
拠
点
を
整

備
す
る
考
え
は
。

答
弁　
現
時
点
で
は
、
西
毛
広

幹
道
沿
線
に
農
畜
産
物
等
販
売

拠
点
を
整
備
す
る
具
体
的
な
計

画
は
な
い
が
、
群
馬
地
域
で
の

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
制

緩
和
に
よ
り
、
民
間
で
の
物
販

施
設
や
商
業
施
設
等
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
開
発
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
調
査
・

研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
本
市
の
福
祉
計
画
に
示

さ
れ
た
遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス
と

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か
。

答
弁　
聴
覚
障
害
者
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
を
通
じ
て
、
遠
隔

の
手
話
通
訳
者
と
直
接
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
も
の
で
、

令
和
３
年
度
か
ら
開
始
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
相
互
の
感
染
防

止
の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る

上
、
聴
覚
障
害
者
が
直
接
出
向

く
こ
と
が
な
い
た
め
、
相
談
等

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
本

市
障
害
福
祉
課
の
嘱
託
職
員
１

人
と
高
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
担
当
職
員
２
人
で
対
応
す
る
。

質
問　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら
障
害
者
支
援
Ｓ
Ｏ
Ｓ
セ
ン
タ

ー
・
ば
る
ー
ん
に
手
話
通
訳
者

を
配
置
変
更
す
る
が
、
概
要
は
。

答
弁　
既
存
の
相
談
窓
口
は
平

日
の
み
の
対
応
だ
っ
た
が
、
ば

質
問　
本
市
は
、
他
市
に
比
べ

て
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
を

抑
制
で
き
て
い
る
と
考
え
る
が
、

１
年
を
通
し
て
本
市
が
行
っ
て

き
た
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と

し
て
、
発
熱
者
専
用
の
コ
ン
テ

ナ
型
Ｃ
Ｔ
室
の
導
入
支
援
、
コ

ロ
ナ
患
者
専
用
病
床
の
増
床
に

対
す
る
支
援
、
高
齢
者
へ
の
マ

ス
ク
の
配
布
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　
特
に
、
本
市
独
自
の
考
え
か

ら
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
患
者
の
濃

厚
接
触
者
以
外
に
も
幅
広
く
実

施
し
た
こ
と
で
、
集
団
感
染
が

抑
制
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。

昨
年
９
月
に
は
、
国
が
検
査
対

象
を
濃
厚
接
触
者
以
外
に
も
広

げ
る
よ
う
通
知
す
る
な
ど
、
本

市
が
先
駆
け
て
実
施
し
た
拡
大

検
査
は
、
他
の
自
治
体
で
も
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
気
を
緩
め
る
と
再

び
感
染
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
２
月
に
改
め
て

マ
ス
ク
を
配
布
し
た
。

　
今
後
も
感
染
防
止
対
策
を
推

進
し
て
感
染
者
の
発

生
の
抑
制
に
努
め
た

い
。

る
ー
ん
は
火
〜
日
曜
日
に
開
業

し
、
休
業
日
の
月
曜
日
に
は
障

害
福
祉
課
で
の
対
応
が
可
能
な

た
め
利
用
日
が
大
幅
に
増
え
る
。

ま
た
、
ば
る
ー
ん
の
業
務
に
お

い
て
も
、
聴
覚
障
害
者
か
ら
の

相
談
等
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
た
め
、
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
の
機

能
強
化
が
図
れ
る
。

制
や
安
全
確
保
に
留
意
し
な
が

ら
研
究
し
た
い
。

質
問　
医
療
的
ケ
ア
児
の
た
め
、

幼
稚
園
な
ど
に
看
護
師
の
配
置

が
必
要
と
思
う
が
、
本
市
の
現

状
と
考
え
は
。

答
弁　
公
立
幼
稚
園
や
小
・
中

学
校
で
は
、
看
護
師
資
格
を
有

す
る
介
助
手
を
配
置
し
、
保
護

者
や
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
一

部
の
私
立
保
育
所
等
で
も
、
看

護
師
を
配
置
し
て
支
援
に
努
め

て
い
る
。
今
後
は
、
国
が
示
す

指
針
な
ど
を
踏
ま
え
、
課
題
で

あ
る
看
護
師
の
確
保
な
ど
、
医

療
的
ケ
ア
が
必
要
な

子
ど
も
に
対
応
す
る

体
制
を
研
究
し
た
い
。

松ま
つ
も
と本 

賢け
ん
い
ち一

（
新
風
会
）

高
崎
市
手
話
言
語
条
例
の
推
進

特定外来生物に指定されている昆虫。サクラやウメなどに寄生し、幼虫が木の中を食い荒らす。

日常生活を送る上で医療的なケアと医療機器を必要とする子どものこと。ケアには、人工呼吸器の装着やたん
の吸引などがある。

●クビアカツヤカミキリ
●医療的ケア児

土曜日に行っている学力アップ大作戦

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

特
定
家
畜
伝
染
病
と
病
害
虫
対
策

　

西
毛
広
域
幹
線
道
路
沿
線
の
開
発

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

子
ど
も
の
学
び
等
の

環
境
の
整
備

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
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依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境

　

子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
軽
減

質
問　
本
市
の
３
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
の
業
務
内
容
は
。
ま
た
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お

け
る
支
援
員
の
活
用
方
法
は
。

答
弁　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、
学

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す

る
な
ど
の
校
務
支
援
と
、
子
ど

も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
育

成
の
た
め
に
基
本
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど

の
授
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
支
援
員
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
学
校
で
の

活
用
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

支
援
員
の
業
務
量
に
留
意
し
、

学
校
と
も
連
携
し
て
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
進
め
た
い
。

質
問　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
件

数
や
経
済
的
支
援
の
状
況
は
。

答
弁　
生
活
困
窮
者
の
相
談
件

数
は
、
令
和
元
年
度
が
４
８
５

件
、
２
年
度
が
１
月
末
時
点
で

１
６
６
４
件
と
増
加
し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
緊

急
小
口
資
金
と
総
合
支
援
資
金

の
特
例
貸
付
に
は
、
約
20
億
円

の
申
請
が
あ
り
、
多
く
の
人
に

活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
労
支
援
な
ど
も
実

施
し
て
い
る
。

答
弁　
令
和
２
年
７
月
の
本
算

定
時
に
お
け
る
18
歳
未
満
の
子

ど
も
の
人
数
は
約
６
７
０
０
人
、

未
就
学
児
の
人
数
は
約
１
８
０

０
人
で
あ
る
。

　
ま
た
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
均
等
割
の
総
額
と
国
保
税
収

入
に
占
め
る
割
合
は
、
本
算
定

時
の
調
定
額
で
見
る
と
、
約
１

億
５
８
０
０
万
円
で
約
２
・
１

％
、
未
就
学
児
で
は
そ
れ
ぞ
れ

約
４
３
０
０
万
円
、

約
０
・
６
％
と
な
っ

て
い
る
。

を
支
援
し
て
お
り
、
勤
務
日
は

原
則
授
業
の
あ
る
日
で
、
１
日

５
時
間
、
年
間
２
０
０
日
程
度

で
あ
る
。
任
用
期
間
は
１
年
で
、

再
度
の
任
用
も
可
能
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
に
は
、
時
給
が
８

５
５
円
か
ら
８
６
５
円
と
な
り
、

距
離
に
応
じ
た
通
勤

手
当
も
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女

性
応
援
サ
イ
ト
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
開
設
す
る
考
え
は
。

答
弁　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
は
、
Ｄ
Ｖ
の
増
加
や
健
康
面

の
不
調
な
ど
、
女
性
へ
の
影
響

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
型
コ
ロ
ナ

に
関
す
る
特
設
サ
イ
ト
で
は
、

男
女
を
問
わ
ず
支
援
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
女

性
応
援
サ
イ
ト
の
設
置
の
考
え

は
な
い
が
、
悩
ん
で
い
る
女
性

を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と

を
基
本
に
、
今
後
も
相
談
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
た
い
。

質
問　

Ｄ
Ｖ
被
害
で
避
難
し
て

い
る
人
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
券
の
発
行
方
法
は
。

答
弁　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
は
、
住
民
票
の
あ
る

市
町
村
で
接
種
す
る
こ
と
が
原

則
だ
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
住
所
地
外
で
の
接
種

が
可
能
で
あ
る
。
Ｄ
Ｖ
避
難
者

に
つ
い
て
は
、
現
在
居
住
し
て

い
る
市
町
村
に
申
請
し
、
接
種

券
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
手
続
き
方
法
に
つ
い
て

は
、
広
報
高
崎
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
し
て
い
く
。

質
問　
県
か
ら
少
人
数
学
級
に

つ
い
て
新
し
い
方
針
が
出
さ
れ

た
が
、
本
市
独
自
に
さ
ら
に
推

進
す
る
考
え
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
か
ら
小
学

校
５
・
６
年
生
と
中
学
校
２
・

３
年
生
も
35
人
学
級
と
な
る
。

　
本
市
で
は
、
独
自
に
全
て
の

小
学
校
に
教
科
指
導
助
手
を
配

置
し
、
き
め
細
か
な
指
導
の
充

実
に
努
め
て
お
り
、
令
和
３
年

度
も
引
き
続
き
配
置
し
て
い
く
。

質
問　
国
民
健
康
保
険
に
加
入

質
問　
都
市
計
画
道
路
の
南
八

幡
京
ヶ
島
線
の
整
備
状
況
は
。

答
弁　
南
八
幡
京
ヶ
島
線
は
、

主
要
地
方
道
寺
尾
藤
岡
線
の
根

小
屋
町
交
差
点
を
起
点
と
し
、

京
目
町
の
前
橋
市
境
に
至
る
総

延
長
７
８
７
０
メ
ー
ト
ル
の
都

市
計
画
道
路
で
あ
る
。
現
在
、

根
小
屋
町
交
差
点
か
ら
一
本
松

橋
ま
で
と
、
倉
賀
野
町
の
上
町

西
交
差
点
か
ら
前
橋
市
境
ま
で

の
区
間
、
約
６
７
７
０
メ
ー
ト

ル
で
整
備
が
完
了
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
周
辺
道
路
の
整
備

に
伴
う
交
通
状
況
の
変
化
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
未
整
備
の

都
市
計
画
道
路
の
整
備
効
果
や

優
先
順
位
な
ど
を
研
究
し
た
い
。

質
問　
子
ど
も
の
学
校
生
活
を

支
え
る
学
校
支
援
員
の
処
遇
は
。

答
弁　
学
校
支
援
員
は
、
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
児
童
・
生
徒

し
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も

と
未
就
学
児
の
人
数
は
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
保
税
均
等
割
の

総
額
と
国
保
税
収
入
に
占
め
る

割
合
は
。

一人一人に行き届いた学習指導

根ね
ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況

　

学
校
支
援
員
の
現
状

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
支
援

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　

生

活

困

窮

者

支

援
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動
に
よ
り
、
数
多
く
の
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ド
ラ
マ

化
も
さ
れ
た
。
県
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
、
各
店
舗
で
の

売
り
上
げ
の
増
加
や
市
全
体
の

経
済
効
果
な
ど
に
結
び
付
い
て

い
る
。
特
に
広
告
換
算
値
は
約

15
億
円
を
見
込
み
、

知
名
度
向
上
に
大
き

く
つ
な
が
っ
た
。

質
問　
子
育
て
世
代
や
学
生
の

た
め
に
、
公
民
館
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
推
進
す
る
予
定
は
。

答
弁　
令
和
２
年
度
は
、
受
講

者
が
自
宅
か
ら
参
加
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
講
座
を
実
施
し
た
ほ

か
、
い
つ
で
も
受
講
で
き
る
よ

う
講
座
の
動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
公
開
し
た
。
今
後
は
、
公

民
館
講
座
へ
の
住
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新

た
に
機
器
の
整
備
を
検
討
す
る

な
ど
、
よ
り
多
く
の
公
民
館
で

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
開
催
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
域
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

組
織
や
団
体
に
対
す
る
支
援
は
。

答
弁　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
っ
て
、
予
定
し
て
い
た
事
業

の
縮
小
や
中
止
を
迫
ら
れ
る
中
、

感
染
防
止
の
観
点
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
工
夫
し
て
活
動
し
て
い

る
地
域
団
体
も
複
数
あ
る
こ
と

か
ら
、
参
考
と
な
る
取
り
組
み

事
例
を
提
供
す
る
な
ど
、
個
々

の
相
談
等
に
対
応
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
各
団
体
が
地
域
自

治
の
確
立
に
向
け
て
自
主
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
た

め
の
支
援
を
実
施
し

て
い
く
。

質
問　
年
末
年
始
に
高
崎
市
が

メ
デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
が
、
市
の
認
識
は
。

答
弁　
絶
メ
シ
リ
ス
ト
や
高
崎

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

本
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り

組
み
が
浸
透
し
て
き
た
結
果
だ

と
考
え
る
。
ま
た
昨
年
９
月
に

公
開
さ
れ
た
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン

グ
で
中
核
市
３
位
と
な
っ
た
よ

う
に
、
特
徴
的
な
施
策
の
推
進

に
よ
り
市
の
総
合
力
が
評
価
さ

れ
た
ほ
か
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
活
動
に
お
け
る
高
い
評

価
も
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
要
因
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
絶
メ
シ
リ
ス
ト
の
反
響

と
高
崎
の
知
名
度
へ
の
貢
献
は
。

答
弁　
絶
メ
シ
リ
ス
ト
は
、
国

内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
賞
を

受
賞
し
た
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
た
効
果
的
な
宣
伝
活

さらに詳しい内容は会 議 録で
市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設で、どなたでもご覧
いただくことができます。今回の本会議については５月下旬に公開予
定です。

◦市民情報センター（市役所１階）
◦高崎市立図書館（本館及び地区館）
◦倉渕公民館図書室

高た
か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
た
な
日
常
に
お
け
る

公
民
館
と
地
域
づ
く
り
活
動

白し
ら
い
し石 

隆た
か
お夫

（
新
風
会
）

高
崎
市
の
知
名
度
向
上

市議会の予定 議会を見てみよう
５月

18日（火） 午後１時 臨時会

６月

10日（木） 午後１時 開会、会期の決定、議案の提案説明など

11日（金）

午後１時 一般質問
14日（月）

15日（火）

16日（水）

18日（金）
午前10時 総務常任委員会

午後１時30分 教育福祉常任委員会

21日（月）
午前10時 市民経済常任委員会

午後１時30分 建設水道常任委員会

24日（木） 午後１時 委員長報告、提出議案等の議決、閉会

　本会議の模様をライブ中継や録画配信して
います。市議会ホームページの「議会中継・
会議録検索システム」からアクセスしてご覧
ください。
　スマートフォンやタブレット端末からもご
利用いただけます。



まめ知識
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各常任委員会および各特別委員会において、付託された
議案などを審査しました。
質疑・答弁の一部を掲載します。委員会審査

総 務 常 任 委 員 会 教 育 福 祉 常 任 委 員 会
質疑　災害時電話ＦＡＸサービ
スシステム使用料の概要は。
答弁　災害時における情報伝
達手段の新たな取り組みとし
て、情報弱者と呼ばれる高齢
者や障害者などを対象に、あ
らかじめ登録された電話やＦＡＸなどに避難情報を一斉
送信し、速やかな避難に役立てるものである。

質疑　市が設置する公衆無線ＬＡＮの場所は。
答弁　高崎駅周辺に３カ所、榛名地域に４カ所と高崎ア
リーナ、高崎芸術劇場に設置している。

質疑　障害者支援ＳＯＳセンター・ばるーんでの新しい
手話通訳の取り組みは。
答弁　社会福祉協議会に配置されていた２人の手話通訳
者をばるーんに配置する。また、４月から開始する遠隔
手話サービスは、ばるーんに配置する手話通訳者が担当
するため、聴覚障害者の相談や支援に対し、ばるーん内
で連携を図ることができ、障害者の総合相談窓口として
機能強化を図ることができると考えている。
質疑　ネット見守りサポーター事業委託料の内容は。
答弁　高崎市の小・中学生が発信するＳＮＳ等の内容の
見守りや情報収集、各学校でのネット講習会などを行っ
ている。

市 民 経 済 常 任 委 員 会

環境施設建設特別委員会

建 設 水 道 常 任 委 員 会

都市集客施設整備特別委員会

FAXなどで避難情報の取得が可能に

質疑　県の交通安全条例の改正に伴い、高チャリ利用時
の保険加入とヘルメット着用の取り扱いは。
答弁　保険は加入済みである。ヘルメットの着用は、利
用者に努力義務が課されるが、
貸し出す側が環境を整えるこ
とが望ましいと考え、自転車
のかごにヘルメットを用意す
ることを検討している。

質疑　榛名山麓果樹販売施設調査委託料の内容は。
答弁　榛名山麓等で生産される果物のブランド力向上と
市内の果物をＰＲするため、新鮮で質の高い果物が集ま
る拠点施設の整備に向け、調査・研究を行うものである。

質疑　高浜クリーンセンターのプラント設備工事と建設
等工事の新年度予算は、昨年の12月定例会で減額した分
を新たに計上したものか。
答弁 新型コロナウイルスの影響により、事業の全体計
画を見直し、工事期間を１年延長したことに伴い、債務
負担行為を新たに組み直して計上した。

質疑　豊岡経大大橋（仮称）整備事業の進捗状況は。
答弁　令和２年度は、整備を想定している区間の現地測
量を実施した。令和３年度は、ボーリング調査を実施す
るとともに河川管理者である群馬県と協議を進めたい。

質疑　吉井中央公園整備工事の進捗状況は。
答弁　本市初の防災機能を有する公園として、平成29年
度から工事に着手し、令和２
年度は、３月末までに多目的
広場とグラウンドゴルフ場が
完成する予定である。令和３
年度は、野球場の基盤整備な
どを進めていきたい。

質疑　高崎駅東口栄町地区第一種市街地再開発事業の進
捗状況は。
答弁　準備組合で事業化に向けた協議を続けており、現
在は都市計画決定の手続きを進めている。今後は、基本
設計や資金計画等の事業計画を調整していく。

災害時にかまどになるベンチ

専用のヘルメットを備えた高チャリ

穴を掘って地盤の状況や地層境界の深さなどを調べること。●ボーリング調査
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議 案 等 審 議 結 果
件　　　　名 結　果

報告及び承認
報告第1号 専決処分の報告 ー

承認第1号 専決処分の承認
（令和２年度一般会計補正予算（第11号）） 承認

議　案
第1号 市道路線の廃止 可決
第２号 市道路線の認定 可決
第3号 財産の取得（小学校教師用指導書） 可決
第4号 財産の取得（中学校教師用指導書） 可決
第５号 職員の服務の宣誓に関する条例等の一部改正 可決
第６号 福祉医療費助成条例の一部改正 可決

第7号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部改正 可決

第８号 地区計画区域内建築物の制限に関する条例の一部改正 可決
第９号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議 可決
第10号

令
和
２
年
度
補
正
予
算

一般会計（第12号） 可決
第11号 国民健康保険事業特別会計（第4号） 可決
第12号 介護保険特別会計（第4号） 可決
第13号 牛伏ドリームセンター事業特別会計（第２号） 可決
第14号 後期高齢者医療特別会計（第1号） 可決
第15号 農業集落排水事業特別会計（第1号） 可決
第16号 水道事業会計（第3号） 可決
第17号 公共下水道事業会計（第3号） 可決
第18号 財産の無償貸付け 可決
第19号 包括外部監査契約の締結 可決
第20号 市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定 可決
第21号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 可決

第22号 公立大学法人高崎経済大学の役員の損害賠償責任の
一部免除に関する条例の制定 可決

第23号 土地取得事業特別会計条例の廃止 可決

第24号 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正 可決

第25号 軽費老人ホームの設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正 可決

第26号 養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正 可決

第27号 特別養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正 可決

第28号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正 可決

第29号 指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正 可決

第30号 介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営
に関する基準を定める条例の一部改正 可決

第31号 介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関す
る基準を定める条例の一部改正 可決

第32号 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正 可決

第33号 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正 可決

第34号
指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運
営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の一部改正

可決

件　　　　名 結　果

第35号
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部改正

可決

第36号
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

可決

第37号 指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正 可決

第38号 指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正 可決

第39号 指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正 可決

第40号 指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例等の一部改正 可決

第41号 障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正 可決

第42号 地域活動支援センターの設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正 可決

第43号 福祉ホームの設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正 可決

第44号 障害者支援施設の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正 可決

第45号 介護保険条例の一部改正 可決(多数）
第46号 保健所関係使用料及び手数料条例の一部改正 可決
第47号 食品衛生条例の廃止 可決
第48号 道路占用料徴収条例の一部改正 可決
第49号

令
和
３
年
度
予
算

一般会計 可決
第50号 国民健康保険事業特別会計 可決(多数）
第51号 介護保険特別会計 可決(多数）
第52号 牛伏ドリームセンター事業特別会計 可決
第53号 母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 可決
第54号 後期高齢者医療特別会計 可決
第55号 農業集落排水事業特別会計 可決
第56号 水道事業会計 可決
第57号 公共下水道事業会計 可決
第58号 特別職の給与に関する条例の一部改正 可決
第59号 職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部改正 可決
第60号 令和２年度一般会計補正予算（第13号） 可決
第61号 監査委員の選任同意 同意
第62号 固定資産評価審査委員会委員の選任同意 同意
第63号〜
第65号 人権擁護委員候補者の推薦 同意

請　願
第1号 「聞こえのバリアフリー制度」を創設すること 不採択（少数）

第２号
18歳以下の子供の均等割減免、資格証明書の交付を
なくして、すべての高崎市民が安心して医療が受診
できるよう国民健康保険制度の改善を求めること

不採択（少数）

第3号 安全・安心の医療・介護体制を確立し国民のいのち
と健康を守るための意見書の採択 不採択（少数）

議員提出議案
第1号 議会会議規則の一部改正 可決
第２号 議会委員会条例の一部改正 可決

会派名

議員名

 

議案等番号

新　風　会　23人 市民クラブ
6人

公明党
5人

日本
共産党
2人

無所属

大
河
原
吉
明

青
木
　
和
也

丸
山
　
芳
典

樋
口
　
哲
郎

清
水
　
明
夫

後
藤
　
　
彰

片
貝
喜
一
郎

時
田
　
裕
之

大
竹
　
隆
一

根
岸
　
赴
夫

飯
塚
　
邦
広

渡
邊
　
幹
治

長
壁
　
真
樹

白
石
　
隆
夫

柄
沢
　
髙
男

松
本
　
賢
一

石
川
　
　
徹

後
閑
　
太
一

後
閑
　
賢
二

丸
山
　
和
久

柴
田
　
正
夫

柴
田
　
和
正

田
中
　
治
男

荒
木
　
征
二

三
井
　
暢
秀

中
島
　
輝
男

林
　
　
恒
徳

堀
口
　
　
順

高
橋
美
奈
雄

中
村
さ
と
美

小
野
　
聡
子

新
保
　
克
佳

逆
瀬
川
義
久

丸
山
　
　
覚

伊
藤
　
敦
博

依
田
　
好
明

谷
川
留
美
子

三
島
久
美
子

議案第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議案第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
議案第51号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
請願第1号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × × × × × ○ ○ × ×
請願第２号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × × × × × ○ ○ × ×
請願第3号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 欠 × × × × × × ○ ○ × ×

※賛成者は○、反対者は×、欠席者は欠としています。議長は採決に加わらないため、斜線としています。

賛否一覧表（上記議案等審議結果で賛否が分かれたものについて掲載しています。）
※可決（多数）、不採択（少数）表記以外は全会一致です。

古紙パルプ配合の再生紙を使用

「環境にやさしく」をモットーに
大豆油インキを使用しております。




